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令和５年３月３日 

 

読谷村議会 

議長 伊 波  篤 殿 

 

読谷村議会議員 

 岸 本 大二郎 印 

     

一 般 質 問 通 告 書          
  

第 524 回読谷村議会定例会において次の事項の質問をしたいので、会議規則第 61 条第

２項の規定により通告いたします。 

質 問 要 旨 答弁を求める者 

1．防災行政について問う 

（１）避難所 33ヶ所への避難所運営委員会設置の進捗状況について

伺う。 

（２）村内に設置している防災備蓄倉庫非常食１日あたり３食の

2,208 名分現在､３ヶ所分合計して 6,624 名分まで対応可能とな

っているが、本村の人口からすると 35,376名分の非常食が必要

と考えるが新たに防災備蓄倉庫設置の計画について伺う。 

（３）防災対策の三要素、自助、共助、公助について大規模な災害が

起きた際に自助、共助について行政から村民への発信方法につ

いて伺う。 

 

２．学校防災について問う 

（１）沖縄県公立小中学校で、危機管理マニュアルを中心とする防

災対策、文部省通知を求める水準を達成するかに見直しのア

ンケートに対して 11本村は今後見直す予定と回答しているが

現在の進捗状況について伺う。 
 

（２）現在実施している小中学校で防災訓練を行なっているが、今

後大規模な自然災害想定し実践的な防災教育を取り入れ地

域、自治会と一体なって取り組む環境づくりが必要だと思い

ますが村としての考えとは。 
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質 問 要 旨 答弁を求める者 

３．不登校の対応ついて問う 

（１）本村児童生徒の不登校になる主な原因について伺う。 

（２）不登校の生徒に対してどのような支援を行なっているのか、 

学校に登校できない学校に入る事ができない生徒へ対応方法

とは。 

（３）今年度読谷中学校へ沖縄県県警スクールサポーターが配属さ

れ、読谷中学校での県警スクールサポーターを活用方法と次年

度２校の中学校から県警スクールサポーターの要請状況につい

て伺う。 

 

 

 


